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米国ニューメキシコ州ロスアラモス郡のスマートグリッド実証サイトが始動 

-米ニューメキシコ州で日米共同実証プロジェクト- 

 

 

NEDO が、米国ニューメキシコ州において同州政府等と共同で取組んでいる日米スマートグリッド

実証プロジェクトのうち、ロスアラモス郡の実証サイトが完成、本格的な実証運転に入りました。同州

におけるスマートグリッド実証プロジェクトは、NEDO が海外で実施するスマートコミュニティ事業の最

初のケースで、アルバカーキ市の実証サイトが既に運転を開始しています。 

ロスアラモス郡のサイトは、天候により発電出力が変動するPVを大量に配電線に連系（実証サイト

内の電力使用に対し最大約 75％の PV 発電量）し、電力系統用大型蓄電池制御とデマンドレスポン

ス（需要家による電力消費の調整）を用いることにより、配電線の電気の流れを制御し、品質を確保

するシステムを構築し、実証します。本実証の要素を組み入れたいわゆる需給制御は世界でも最先

端なスマートグリッド実証です。 

実証運転に先立ち、9 月 17 日 14:00（現地時間）に実証サイトで運転開始式を行ないました。 

 

運転開始式には、NEDO 古川一夫理事長およびロスアラモス郡でのスマートグリッド実証の委託

先リーダー企業である株式会社東芝／佐々木則夫社長、スマートハウス実証の委託先リーダー企業

である京セラ株式会社／前田辰巳副社長はじめ本事業に関係する委託先企業、ニューメキシコ州

Susana Martinez 知事、ロスアラモス国立研究所Charles F. McMillan 所長らが出席いたしました。 

  



 

 

１．実証事業の概要 

（1）ニューメキシコ州における日米スマートグリッド実証事業 

本事業は、NEDOが米ニューメキシコ州政府および米連邦政府エネルギー省（DOE）傘下の国立

研究所（ロスアラモスおよびサンディア）などと協力して行うスマートグリッドの共同プロジェクトです。 

NEDOは、同州政府が州内 5 カ所で行うスマートグリッド実証プロジェクトのうち、ロスアラモス郡と

アルバカーキ市の2カ所で連携、2009年度から2013年度まで予算額約48億円（ロスアラモスサイト

約30億円、アルバカーキサイト約18億円）でスマートグリッド実証を展開。新エネルギーの導入拡大、

省エネルギーの推進に向け、日本国内で培ってきた優位な技術（系統用大型蓄電池、エネルギー

マネジメントシステム等）を実証し、世界各国で急速に概念整理が進むスマートグリッドの標準化活動

へ参画すること、また日本のスマートグリッド関連技術の海外への展開を目的に、日米共同事業とし

て本実証事業を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロスアラモスサイトとアルバカーキサイト（米国ニューメキシコ州 引用：Google map） 

本事業は、出力が不安定な再生可能エネルギーが大量に配電系統へ導入された場合の課題を

解決するために、①蓄電池とデマンドレスポンスを組み合わせた太陽光発電の導入比率が高い配

電系統におけるスマートグリッドの実証、②デマンドレスポンスを行う都市の構成要素としてのスマー

トハウスの実証（太陽光発電の予測と電力系統側からのデマンドレスポンス信号を考慮した世界最

高水準のシステム）、③スマートグリッドの中でデマンドレスポンスを行う構成要素としてのスマートビ

ルの実証（太陽光発電による変動の吸収、また非常時（停電など）に自立運転が可能な、世界でも稀

にみる低炭素・高品質電力供給システムを有する高機能ビル）を行います。 

これにより、デマンドレスポンス効果の定量的な把握とともに、デマンドレスポンス効果を加味したう

えで、太陽光発電の変動吸収に必要となる蓄電池容量を明らかとする等により、同環境における最

適なスマートグリッドの構築が可能となります。また、本実証データを活用することによって、他地域

へ新たに展開する際に最適なシステムの設計が可能となり、迅速な展開に繋げていくことが期待で

きます。 

  

 
 

 



 

（2）ロスアラモス郡における実証内容 

本年 5月 17 日にアルバカーキ市の実証サイトが実証運転を開始したのに続き、ロスアラモス郡の

実証サイトでは、NEDOから委託された１１社※が、スマートグリッド実証とスマートハウス実証を行ない

ます。 

スマートグリッド実証では、設置した１MW規模の PV由来の電力を、３つの配電線の接続を切り替

えることによって導入比率を変化できる環境を構築します。本環境を最大限に活用し、地域エネルギ

ーマネジメントシステム（μEMS）により、蓄電池 1.8MW、スマートハウスを含む一般需要家へのデマ

ンドレスポンスを用い、PVの出力の変動を吸収しつつ配電線の電力潮流を既存電力システムと協調

し最適に制御するシステムを構築し、実証します。 

また、スマートハウス実証では、3.4kW の PV、24kWh のリチウムイオン電池、ヒートポンプ給湯器と

いった蓄エネルギー機器、エアコンやLED照明などのスマート家電を導入し、μEMSから送られてく

るデマンドレスポンス信号と PV発電予測量や宅内電力需要予測を考慮しつつ最適制御するホーム

エネルギーマネジメントシステム（HEMS）を構築し、実証します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米国ニューメキシコ州における日米スマートグリッド実証事業 

ロスアラモス郡での実証事業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1MWPV システム      0.8MW鉛蓄電池システム 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0MWNAS電池システム                  スマートハウス 

 

※）ロスアラモス郡における事業に関わる委託先：11 社（両事業に関わる会社を１社としてカウント） 

◆スマートグリッド・スマートハウス実証に関わる委託先：７社 

株式会社東芝（スマートグリッド実証リーダー、μEMS、全体システム構築）、京セラ株式会社

（メガソーラー構築、スマートハウス実証リーダー、HEMS）、伊藤忠テクノソリューションズ株式

会社（PV 発電予測）、シャープ株式会社（HEMS、スマート家電）、日本ガイシ株式会社（NAS

電池システム）、日本電気株式会社（高速 PLC、需給安定化装置）、株式会社日立製作所

（電力系統用鉛蓄電池システム、メガソーラー用大容量 PCS） 

◆実証から得られるデータマネージメントおよびデータを活用した総括研究に関わる委託先：8社 

アクセンチュア株式会社、伊藤忠商事株式会社、株式会社 NTT ファシリティーズ、京セラ株

式会社、株式会社サイバーディフェンス研究所、株式会社東芝、日本電気株式会社、株式

会社日立製作所 

 

NEDO は、これまで再生可能エネルギーの開発や導入に向けた様々な課題解決に取り組んでい

ること、また、スマートコミュニティの構築が「まちづくり」といった公的機関の役割が期待される分野で

あること、海外政府機関との協力関係の構築が必要なことから、我が国企業の技術の海外展開をバ

ックアップすべく海外における実証事業を進めるとともに、国が展開する国内４実証事業とも連携し

て、JSCA※を通じた国際標準化活動などを推進しています。 

 

※）JSCA（ジャパン・スマートコミュニティ・アライアンス）は、スマートコミュニティ構築に向けて業界の

垣根を越えて経済界全体としての活動を企画・推進するとともに、行政ニーズの集約、障害や問

題の克服等の共通課題に取り組むために平成 22 年 4 月に設立した団体。事務局は NEDO が

務める。 

 

2．運転開始式出席者 

(1)日本側の主な出席者 

NEDO：古川理事長、株式会社東芝：佐々木社長、京セラ株式会社：前田副社長、アクセンチュア

株式会社：宮脇公益事業部門統括パートナー、伊藤忠商事株式会社：高坂執行役員、伊藤忠テク

ノソリューションズ株式会社：菊地社長、株式会社 NTT ファシリティーズ：渡辺副社長、株式会社サ

イバーディフェンス研究所：小林社長、シャープ株式会社：中川所長、日本ガイシ株式会社：大島

常務執行役員、日本電気株式会社：國尾執行役員常務、株式会社日立製作所：苅田執行役常務 

 

 
  

 



 

(2)米国側の主な出席者 

ニューメキシコ州：Susana Martinez 知事、Ben Ray Lujan 下院議員、ロスアラモス郡：Sharon Stover

郡理事会長、ロスアラモス国立研究所：Charles F. McMillan 所長 

 

 

3．お問い合わせ先 

(1)本プレスリリースの内容についての問い合わせ先 

NEDO スマートコミュニティ部  担当：竹越、渡辺（慶） TEL 044-520-5269 

 

（実証事業幹事会社） 

・株式会社東芝 

 広報室：大石 TEL 03-3457-2100 

・京セラ株式会社 

 広報室：森岡 TEL 075-604-3514、本多 TEL 03-3274-1577 

 

（実証事業参画企業＜五十音順＞） 

・アクセンチュア株式会社 

 マーケティングコミュニケーション部広報担当：神田 TEL 045-330-7377 

・伊藤忠商事株式会社 

 広報部 報道室：石賀 TEL 03-3497-7293 

・伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 

 広報部：山本 TEL 03-6203-4100 

・株式会社ＮＴＴファシリティーズ 

 総務人事部 広報室：友部 TEL 03-5444-5112 

・株式会社サイバーディフェンス研究所 

 情報分析部：野村 TEL 03-3242-8700 

・シャープ株式会社 

 広報室：片岡 TEL 06-6621-1272 

・日本ガイシ株式会社 

 広報室：佐藤 TEL 052-872-7181 

・日本電気株式会社 

 コーポレートコミュニケーション部：大戸 TEL 03-3798-6511 

・株式会社日立製作所 

 電力システム社戦略企画本部広報部：井町 TEL 03-3258-6457 

 

(2)その他 NEDO事業についての一般的な問い合わせ先 

NEDO 広報室  担当：遠藤 TEL 044-520-5151、E-mail：nedo_press@ml.nedo.go.jp 

 

 

以上 
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このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と
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